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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月18日(2021.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第１識別情報として、複数の第１装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記特定態様は、前記複数の第１装飾図柄が特定の組み合わせで停止表示する態様であ
り、
　前記複数の第１装飾図柄のうち１つの第１装飾図柄を除いた第１装飾図柄を前記特定の
組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第１装飾図柄を変動表示させる第１リ
ーチ演出を実行可能であり、
　前記付与示唆演出は、前記第１リーチ演出が開始された後に実行されるものであり、
　前記第２識別情報として、複数の第２装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記付与示唆演出の実行中は、前記複数の第２装飾図柄のうち１つの第２装飾図柄を除
いた第２装飾図柄を所定の組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第２装飾図
柄を変動表示させる第２リーチ演出を実行可能であり、
　前記第２リーチ演出で停止された第２装飾図柄の表示態様が互いに同一である場合と互
いに異なる場合とで、前記特典が付与される可能性が互いに異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
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　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第１識別情報として、複数の第１装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記特定態様は、前記複数の第１装飾図柄が特定の組み合わせで停止表示する態様であ
り、
　前記複数の第１装飾図柄のうち１つの第１装飾図柄を除いた第１装飾図柄を前記特定の
組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第１装飾図柄を変動表示させる第１リ
ーチ演出を実行可能であり、
　前記付与示唆演出は、前記第１リーチ演出が開始された後に実行されるものであり、
　前記第２識別情報として、複数の第２装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記付与示唆演出の実行中は、前記複数の第２装飾図柄のうち１つの第２装飾図柄を除
いた第２装飾図柄を所定の組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第２装飾図
柄を変動表示させる第２リーチ演出を実行可能であり、
　前記第２リーチ演出で停止された第２装飾図柄の表示態様が互いに同一である場合と互
いに異なる場合とで、付与される可能性のある前記特典の内容が互いに異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記特典が付与される可能性を、前記第２識別情報の大きさで示唆することが可能であ
る
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　付与される可能性のある前記特典の内容を、前記第２識別情報の大きさで示唆すること
が可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項５】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
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　演出操作部に対する遊技者の操作を検知することに基づいて、前記第２識別情報の表示
態様を変化させることが可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項６】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様を変化させることが可能であり、
　前記特典が付与される可能性を、前記第２識別情報の表示態様が変化する時期で示唆す
ることが可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項７】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様を変化させることが可能であり、
　付与される可能性のある前記特典の内容を、前記第２識別情報の表示態様が変化する時
期で示唆することが可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項８】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様を変化させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様が変化する時期を示唆する演出を実行可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項９】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
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　前記特典が付与される可能性を、前記第２識別情報の表示態様でも遊技者に示唆するこ
とが可能であり、
　前記第１識別情報の表示態様と前記第２識別情報の表示態様が互いに異なる表示態様で
ある場合と、互いに同じ表示態様である場合とで、遊技者に示唆される前記特典が付与さ
れる可能性が異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項１０】
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　付与される可能性のある前記特典の内容を、前記第２識別情報の表示態様で遊技者に示
唆することが可能であり、
　前記第１識別情報の表示態様と前記第２識別情報の表示態様が互いに異なる表示態様で
ある場合と、互いに同じ表示態様である場合とで、遊技者に示唆される前記特典の内容が
異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題の少なくとも一部を解決するために、本発明の遊技機は次の構成を採用し
た。すなわち、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第１識別情報として、複数の第１装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記特定態様は、前記複数の第１装飾図柄が特定の組み合わせで停止表示する態様であ
り、
　前記複数の第１装飾図柄のうち１つの第１装飾図柄を除いた第１装飾図柄を前記特定の
組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第１装飾図柄を変動表示させる第１リ
ーチ演出を実行可能であり、
　前記付与示唆演出は、前記第１リーチ演出が開始された後に実行されるものであり、
　前記第２識別情報として、複数の第２装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記付与示唆演出の実行中は、前記複数の第２装飾図柄のうち１つの第２装飾図柄を除
いた第２装飾図柄を所定の組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第２装飾図
柄を変動表示させる第２リーチ演出を実行可能であり、
　前記第２リーチ演出で停止された第２装飾図柄の表示態様が互いに同一である場合と互
いに異なる場合とで、前記特典が付与される可能性が互いに異なる
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　ことを特徴とする。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第１識別情報として、複数の第１装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記特定態様は、前記複数の第１装飾図柄が特定の組み合わせで停止表示する態様であ
り、
　前記複数の第１装飾図柄のうち１つの第１装飾図柄を除いた第１装飾図柄を前記特定の
組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第１装飾図柄を変動表示させる第１リ
ーチ演出を実行可能であり、
　前記付与示唆演出は、前記第１リーチ演出が開始された後に実行されるものであり、
　前記第２識別情報として、複数の第２装飾図柄を変動表示可能であり、
　前記付与示唆演出の実行中は、前記複数の第２装飾図柄のうち１つの第２装飾図柄を除
いた第２装飾図柄を所定の組み合わせとなり得る態様で停止させて、該１つの第２装飾図
柄を変動表示させる第２リーチ演出を実行可能であり、
　前記第２リーチ演出で停止された第２装飾図柄の表示態様が互いに同一である場合と互
いに異なる場合とで、付与される可能性のある前記特典の内容が互いに異なる
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記特典が付与される可能性を、前記第２識別情報の大きさで示唆することが可能であ
る
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　付与される可能性のある前記特典の内容を、前記第２識別情報の大きさで示唆すること
が可能である
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
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　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　演出操作部に対する遊技者の操作を検知することに基づいて、前記第２識別情報の表示
態様を変化させることが可能である
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様を変化させることが可能であり、
　前記特典が付与される可能性を、前記第２識別情報の表示態様が変化する時期で示唆す
ることが可能である
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様を変化させることが可能であり、
　付与される可能性のある前記特典の内容を、前記第２識別情報の表示態様が変化する時
期で示唆することが可能である
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様を変化させることが可能であり、
　前記第２識別情報の表示態様が変化する時期を示唆する演出を実行可能である
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
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　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　前記特典が付与される可能性を、前記第２識別情報の表示態様でも遊技者に示唆するこ
とが可能であり、
　前記第１識別情報の表示態様と前記第２識別情報の表示態様が互いに異なる表示態様で
ある場合と、互いに同じ表示態様である場合とで、遊技者に示唆される前記特典が付与さ
れる可能性が異なる
　こととしてもよい。
　また、本発明の遊技機は、
　第１表示領域で第１識別情報を変動表示させる識別情報表示手段と、
　前記第１識別情報が特定態様で表示された場合に、遊技者に特典を付与する特典付与手
段と、
　前記特典が付与される可能性を示唆する付与示唆演出を実行可能な付与示唆演出実行手
段と、
　を備え、
　前記付与示唆演出の実行中に、前記第１表示領域よりも小さい第２表示領域で第２識別
情報を変動表示させることが可能であり、
　付与される可能性のある前記特典の内容を、前記第２識別情報の表示態様で遊技者に示
唆することが可能であり、
　前記第１識別情報の表示態様と前記第２識別情報の表示態様が互いに異なる表示態様で
ある場合と、互いに同じ表示態様である場合とで、遊技者に示唆される前記特典の内容が
異なる
　こととしてもよい。
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